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２０１７．１．１９教授会議事要旨 

赤門総合研究棟 5 階センター会議室 

開 会：１３時００分 

閉 会：１４時３０分 

出 席：２９名 

 

前回教授会（2016.12.15）議事要旨等は、確認の上、原案どおり了承された。 

 

通知報告事項 

１） 所内事情 

 所長から、教職員の人事異動及び別紙１に基づき客員研究員について報告があった。 

 

２）所外関係 

所長から、前回教授会以降の全学及び学外の情勢について報告があった。 

 

 ３）所内関係 

所長から、前回教授会以降の所内情勢について報告があった。 

 

① 諸報告 

a. 今年度の行事 

所長及び副所長から、以下のとおり、今年度の行事予定について説明があった。 

 

・ 社研の周年事業（2017 年 2 月 14 日（火）午後、山上会館） 

・ 社会科学研究所第 10 回諮問委員会、3 月 8 日 15 時－17 時半 

 

b. 2016 年度科研費繰越について 

 所長から、遺漏の無いよう手続き願いたい旨の周知があった。 

 

c. 大学入試センター試験の監督業務について 

所長から、社研からの派遣者について、説明会参加も含め、遅刻や欠席もなく滞りなく業務が

遂行された旨の報告があった。 

 

d. 山上会館会議室・食堂（地階）・談話ホール（1 階）の予約状況について（平成 29 年）〔資料 3〕 

 所長から、総合図書館 3 階大閲覧室の閉鎖に伴い、山上会館 2 階会議室を、学生の学習スペ

ースとして開放することとなった。そのため、既に入っていた予約の代替措置として、各部局の

会議室等を提供願いたい旨の依頼があり、資料３のとおり、センター会議室を提供することにつ

いて説明があった。 

 

e. 赤門総合研究棟 1 階・地下１階スペースの再配分について  

所長から、1 月 18 日（水）に文学部・教育学部・社研の部局長と事務長による会合が開催さ

れたこと。これは新棟の建設に伴い、赤門総合研究棟空スペースの再配分が行われるもので、各

部局の事情を考慮した結果、地下 1 階の 96 平米が社研に提供される方向であることについて報

告があった。 

 

② 海外出張〔報告・変更・取消〕〔別紙 2〕 

   所長から、別紙２のとおり報告があった。 
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各委員会の報告  

１） 予算委員会 なし 

 

２） 研究戦略委員会 

     副委員長から、社研セミナー開催報告と今後の開催予定について報告があった。 

 

     所長から、教員の定期的評価と連動する研究活動や業績の自己申告シートの第一次案を委員会で

承認したので、この後、教授懇談会での議論を予定していることについて報告があった。 

 

３） 研究倫理審査委員会 なし 

 

４） 全所的プロジェクト研究運営委員会 

委員長から、①１月 21 日（土）、2 月 19 日（日）にトーク・イベントを予定していること。

② 1 月 12 日（木）に大海研との情報交換会を行ったこと。その中で「海と希望の学校 in 三 陸」

と称し、大海研と社研の教員が共同して沿岸の複数中学校に赴き出前講座を開くのはどうかとい

う提案があったこと。③コーネル大学教員が、今月から社研の客員研究員として着任され、

Meridian180 と危機対応学と連携した取り組みを検討すること。④ 先月、社研の教職員に、ア

ンケートの試験調査のご協力をいただいた。いただいた意見をふまえて調査内容を改訂、確定し

たこと。⑤ワークショップ開催報告と今後の開催予定にてついて報告があった。⑥ 学内予算の予

算要求の書類を作成していること。⑦ 2 月 14 日（火）開催の 社研周年行事にむけて、全所的プ

ロジェクト研究の説明について、準備を進めていること。以上 7 点について報告等があった。  

 

５） 図書委員会 

委員長から①改修工事期間中の代替サービスに関して、当初案では閉架書庫が使えない見込みで

あったが、これまでどおり使えるようになること。開架書庫は西側エリアに移すこと。閲覧席も代

替措置されることとなり、閉館中もサービスが低下しない見込みであること。②図書行政商議会の

今後のあり方についての検討もありうること。③図書行政商議会で、東京大学のオープンアクセス

及びオープンサイエンス方針についての理念的な方針案が出されたこと。以上 3 点について報告等

があった。 

 

６） 新図書館に係る検討委員会  

担当教員から、アジア研究図書館部会の議論について、来年度中に工事が完了することを受け、

アジア研究図書館の位置づけや運営について決定する必要に迫られていること。今後、関係部局は

様々な判断や協力を求められることとなるので、社研として、どのような方針で臨むかを決定する

必要があることについて報告等があった。 

 

７） 情報システム委員会 なし 

  

８） センター運営委員会〔資料 4〕 

委員から、資料 4 に基づいて、3 か月ごとの業務統計について、社会調査分野、計量社会分野

の活動について報告があった。 

 

９） 現代中国研究拠点運営委員会 

委員長から、1 月 18 日（水）に人間文化研究機構、第二期の実績評価ヒアリングが開催された

こと。また学内予算の第三次配分に向けた検討を行い、他部局に支援を要請したことについて報告

があった。 

 

１０） 紀要編集委員会 なし 
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１１） SSJJ 編集委員会 なし 

 

１２） 広報委員会  

      委員長から、広報活動強化の一環として、社研ホームページに名誉教授のコーナーを設けたこ

と。今後、社研在籍中の業績、主要著書についても掲載したいと考えていることについて報告が

あった。 

 

１３） 東大釜石カレッジ運営委員会 

委員長から、1 月 21 日（土）、2 月 19 日（日）の危機対応学トーク・イベントは釜石カレッ

ジとの共催となることについて補足説明があった。 

 

１４） その他の所内委員会 

  担当教員から、ベネッセ共同研究に関して、1２月 1６日（金）にボード会議を開催したこと。

2016 年度調査についてデータクリーニングが完了したこと。2015 年度調査についてコーディ

ングの作業を開始したことについて報告があった。 

 

１５） 全学委員会 なし 

 

協議事項Ａ 

１） 客員研究員の受入 

 所長から、提案があり、承認された。 

 

２） 客員研究員の期間変更・取消・修正等 なし 

 

３） 学外委員等の委嘱〔資料 5〕 

所長から、資料５のとおり提案があり、承認された。 

 

４） 奨学寄附金〔資料６〕 

所長から、資料６のとおり提案があり、承認された。 

 

５） 共同研究の受入 なし 

 

６） 受託研究の受入 なし 

 

７） 各種研究員の受入・期間変更 なし 

 

８） その他 なし 

  

 

 

 

協議事項Ｂ  

 9）201６年度人員配置  

   所長から資料７、資料８のとおり提案があり、承認された。 

 

① 委員会配置・室体制表〔資料 7〕 

② 部門配置 

③ 非常勤講師等〔資料 8〕 
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協議事項 C 

10）長期海外出張について（藤谷武史准教授） 

所長から、長期海外出張の予定者があるので承認願いたい旨の提案があり、承認された。 

 

協議事項 D  なし 

 

その他 

 10）2017 年度の非常勤講師・研究委嘱について 

    所長から、来年度の非常勤講師について推薦等あれば庶務まで連絡願いたい旨の連絡があった。 

 

雑件  

・耐震改修工事の竣工にともなう所長室等の移動について  

所長から、改修工事の竣工にともない、所長室が移転する旨の連絡があった。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

次回教授会までの予定  

 所長から、次回教授会までの行事予定について、説明があった。 

 


